
全長約286m、高さ約24mの前方後円墳
で、その規模は全国第9位（県内第2
位）であり、古代吉備の国の勢力の
巨大さを物語るものといえる。

三輪山は南北約1.2km、東西約1.1km
、最高所は標高96.3mの半独立した花
崗岩からなる丘陵。この丘陵を利用
しだしたのは約2,000年前の弥生時代
中期頃で、小集落跡がある。

古墳時代中期、五世紀頃沖積地に築
かれた高さ7m、南北30m、東西37mの
全国でも珍しい方形古墳。かつて地
域の支配者であった豪族の陵墓と言
われている。

⑦作山古墳と三輪山の遺跡群を訪ねるみち
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